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Abstract: [Background] Japan is a disaster-prone country, so that paramedics should know about 
disaster medicine. October 2019, Typhoon `Hagibis’ caused a lot of damage among all over Japan. 
Therefore, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology approved that university 
students granted credits when they worked as a volunteer to help the disaster restoration. [Purpose] We 
considered whether participating in volunteering is useful by paramedic course students to learn for 
getting paramedic qualification. [Method] From November 30th to December 1st, 2019, 45 sophomore 
students (40 males and 5 females) of the Department of Emergency Medicine at Nippon Sport Science 
University participated in in volunteer work in Marumori-machi in Miyagi Prefecture. After that, we 
collected questionnaires which composed of 6 questions from participants. [Result] n=43 (Response rate 
96%). Eighty-four% of students said that they thought participating in volunteer work was useful for 
getting a paramedic qualification. Especially, there were learning effects such as “Seeing the real disas-
ter scene”, “Treating victims”, and “Teamwork”. Over 90% of students expressed their willingness to 
participate in volunteer work in disaster affected area, again. [Discussion / Conclusion] University 
students in paramedic training course are expected to participate in volunteer work in order to 
not only support the disaster areas, but also have a lot of learning effect for getting a paramedic 
qualification in the future.
要旨： 【背景】日本は災害大国であり，救急救命士は災害医療について学ぶ必要がある。2019年 10月
に発生した台風 19号が全国各地に多大な被害を及ぼしたことに伴い，文部科学省は災害ボランティア
活動（以下「災ボラ」）への参加を大学の実習単位と認定することを通知した。【目的】救急救命士養成
課程の学生が災ボラに参加することは救急救命士資格取得に有用であるか検討した。【方法】2019年 11
月 30日・12月 1日で日本体育大学救急医療学科 2年生 45名（男 40・女 5）が宮城県伊具郡丸森町の台
風被害救援活動に参加した。活動後に 6問からなるアンケートを行い，災ボラへの参加が救急救命士資
格取得に有用であるか検討した。【結果】n=43（回収率 96％）。84％の学生が災ボラへの参加は救急救命
士資格取得に有用であると回答した。特に「現場を見る」「被災者への接遇」「チーム活動」の学修効果
があった。90％超の学生が「また災ボラに参加したい」と意欲を見せた。【考察・結語】救急救命士養
成課程の大学生が災ボラに参加することは，被災地支援のみならず将来の救急救命士資格取得のための
学修効果が期待される。
(Received: February 17, 2020 Accepted: May 26, 2020)
Key words: disaster medicine, volunteer, university education, social contribution, service-learning
キーワード： 災害医療，ボランティア，大学教育，社会貢献，サービス・ラーニング
2030
救急救命士養成課程学生による災害ボランティア活動の学修効果の検討
原因として，人口の都市集中，人口増加に対するイン
フラの脆弱化，大量・高速の交通手段，化学物質や核
物質の使用，地球温暖化と異常気象，民族独立意識の
高まりがあるとされる（日本集団災害医学会DMATテ
キスト改訂版，2015）。本邦においても例外ではなく，
とりわけ 1995年の阪神・淡路大震災以降，度重なる
自然災害や人為的災害により，多くの被害が発生し，
得た教訓も多い。2000年の北海道・有珠山噴火では，
噴火予知に成功し，早期の住民避難が完了したため，
1名の死傷者も発生しなかった。同 2000年の東京都・
三宅島の噴火では，長期にわたる火山ガスの放出によ
り，全島民の避難が長期にわたった。2004年に新潟・
福島県下で発生した集中豪雨では，死者 16人のうち
13人が 70から 80歳代の高齢者で，全て屋内の溺死で
あったことから，高齢者の避難が課題となった。2004
年の新潟県中越地震では，ライフラインの寸断により，
山古志村をはじめとする多数の集落の孤立が問題と
なった。2007年の新潟県中越沖地震では，稼働中の東
京電力柏崎刈羽原子力発電所で 3100あまりのトラブ
ルや被害が発生した。稼働中の原子力発電所に対する
耐震性の総点検が進まないまま，2011年の東北地方太
平洋沖地震が発生し，東日本大震災として，原子力発
電所，津波被害，火災等，広範囲で大規模な災害と
なった。
東日本大震災以降も，2013年の台風 26号による伊
豆大島土砂災害，2014年の関東・甲信越・東北地方
の大雪暴風雪による雪害，2014年 8月豪雨による広
島土砂災害，2014年の御岳山噴火，2015年 9月豪雨
による鬼怒川の氾濫，2016年の熊本地震，2017年 7
月九州北部豪雨，2018年大阪北部地震，2018年に西
日本を襲った「平成 30年 7月豪雨」，2018年の北海
道胆振東部地震など，毎年のように災害が発生し，被
害や教訓を残している（認定特定非営利活動法人日本
防災士機構，2019）。
2003年にミュンヘン再保険会社が公表した「世界
大都市の自然災害リスク指数」では，世界の主要都市
における危険発生の可能性・脆弱性・経済的損失の 3
要素を指数化したものであり，東京・横浜は最もリス
クが格段に高いとされている（内閣府，online）。日本
において災害発生のリスクは避けて通れないものであ
り，それゆえ災害発生時にいかに対応するか，被害を
最小限にとどめるかという「減災」の考え方が重要で
ある。
2019年は台風が猛威を振るった年となった。9月
に発生した台風 15号及び 10月に発生した台風 19号
は，全国各地に多大な被害を及ぼした（気象庁，2019）。
台風 19号は，10月 6日に南鳥島近海で発生し，12
日に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した。その後，
背　　景
1．救急救命士国家試験と災害医療教育
日本は災害大国であり，救急救命士は災害医療につ
いて学ぶ必要がある。大学教育で救急救命士を養成す
る場合，救急救命士国家試験受験要件は救急救命士法
（平成 3年法律第 36号）第 34条第 3に定められてお
り，厚生労働大臣の指定する科目（公衆衛生学，解剖
学，生理学，薬理学，病理学，生化学，微生物学，内
科学，外科学，小児科学，産婦人科学，整形外科学，
脳外科学，精神医学，放射線医学及び臨床実習）を修
めなければならない。「災害医学」は厚生労働大臣の
指定する科目に含まれてはいないものの，過去の救急
救命士国家試験で災害に関する問題が散見されている
（菊川，2018）。また，救急救命士国家試験出題基準を
網羅した教本である「救急救命士標準テキスト（救急
救命士標準テキスト編集委員会，2015）」においても，
16ページにわたり「災害医療体制」について掲載され
ており，救急救命士国家試験合格のためには災害医療
の知識を修得することは必須であるといえる。しかし
ながら，消防吏員の救急隊経験を経て救急救命士国家
試験を受験する者と比較し，大学卒業見込みで救急救
命士国家試験受験資格を取得する者にとって災害は決
して身近なものではないと考えられる。
2011年 10月に開催された第 62回世界医師会総会
では，近年の自然災害，感染症の流行，テロ等の武力
行使などを踏まえ，国籍や専門分野にかかわらず全て
の医師専門分野において災害対応研修を推進すること
が提唱された（The World Medical Association, 2011）。
現在，世界各国で災害医療対応研修コースが開催され
ており（阿南，2014），例として英国で開発された多数
傷病者発生時の対応を中心としたMIMMS（Major 
Incident Medical Management and Support），米国同
時多発テロ事件を契機に米国医師会を中心に開発され
た NDLS（National Disaster Life Support），スウェー
デンの災害医療・外傷教育研究センターが開発した
Emergo Train System，日本災害医学会が開発し 2010年
から全国展開がされているMCLS（Mass Casualty Life 
Support）などが挙げられる。しかし，災害時の対応
は「行政を中心とする他機関の連携による組織だった
運用のために，全ての研修会がオープンコースではな
く，受講資格に制限を設けているもの，個人受講では
なく，機関や都道府県の推薦が必要なものもある」の
が現状である。そのため，学生が大学のカリキュラム
以外で災害を学ぶ機会は決して多くない。
2．近年の災害発生状況と「令和元年台風 19号」
世界の災害被害は年々増加しているといわれ，その
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対象と方法
2019年 11月 30日・12月 1日で日本体育大学救急医
療学科 2年生が宮城県伊具郡丸森町の台風被害救援活
動に参加した。本活動は，救急医療学科 2年次必修科
目「救急車同乗実習Ⅰ」のカリキュラムの一環として
行った。履修者 76名中，健康に不安がある学生や日程
が確保できない学生を除き，47名が参加に同意した。
本活動は，災ボラ経験のない学生でも安全に活動で
きるよう，災ボラ活動に実績のある NPO法人国際ボ
ランティア学生協会（以下「IVUSA」という）の協力
を得て，IVUSAの所属学生と本学学生が協働して行う
ものとした。IVUSA（International Volunteer University 
Student Association）は，2019年 12月現在，全国約
90の大学・約 4,000人の学生が，「国際協力」「環境保
護」「地域活性化」「災害救援」「子どもの教育支援」の
5つの分野で活動を行っている団体である（NPO法人
国際ボランティア学生協会，online）。災ボラ活動地域
の選定は，社会福祉法人全国社会福祉協議会（online）
が情報提供している「災害ボランティア募集状況」に
おいて 2019年 11月中旬現在で運営していた災害ボラ
ンティアセンターのうち，多くのボランティアを要す
る地域として募集されていた丸森町とした。活動中の
保険については，文科省通知に基づき，公益財団法人
日本国際教育支援協会の学生教育研究災害傷害保険で
対応した。
2019年 11月 26日に IVUSAから講師を招聘し，災
ボラ活動に関する 2時限の事前教養を行った。事前教
養では，災害ボランティア活動の心構え・使用する資
器材・被災地の現状などを学び，準備を整えた。
災ボラ活動後，参加した本学学生に対し 6問からな
るアンケートを行った。回答期間は活動終了翌日の
2019年 12月 2日から 12月 4日までとし，Google
フォームを活用した質問調査（選択式 5問，自由記載
1問）とした。回答は無記名で行い，個人の特定が不
可能であり成績評価にも無関係であることを説明した
うえで回答するものとし，回答を以て同意を得られた
ものとした。アンケートの結果を踏まえ，災ボラへの
参加により学生が学んだことについて検証し，救急救
命士資格取得に有用であるか検討した。
結　　果
参加同意のあった 47名中 45名（男 40・女 5）が参
加した。災ボラ活動当日の行程及び気象状況，記録写
真を表 1及び写真 1–4に示す。往復は IVUSA所属学
生と本学学生で 2台のバスに分乗し，朝食及び昼食の
摂取，班編成の確認や自己紹介，災ボラのガイダンス，
活動後のこころのケアについての講義を受けた。宿泊
関東地方を通過し，13日 12時に日本の東で温帯低気
圧に変わった。台風 19号は，国内の広い範囲で大雨，
暴風，高波，高潮となった。10日から 13日までの総
降水量は，神奈川県箱根で 1000ミリ，東日本を中心
に 17地点で 500ミリを超えた。多くの地点で時間降
水量の観測史上 1位の値を更新した。1都 12県に大
雨特別警報が発令され，最大級の警戒となった。大雨
により広い範囲で河川の氾濫が相次ぎ，土砂災害や浸
水害が発生した。
3．授業の一環としての災害ボランティア活動
台風 19号が全国各地に多大な被害を及ぼしたこと
に伴い，文部科学省（2019）は，高等教育局長と総合
教育政策局長の連名で「令和元年台風 19号に伴う学
生・生徒のボランティア活動について」（令和元年 10
月 16日付元文科高代 68号通知，以下「文科省通知」
という）を発出し，学生が災害ボランティア活動（以
下「災ボラ」という）へ安心して参加できるよう配慮
することを通知した。本通知文には，大学の判断によ
り，「ボランティア活動が授業の目的と密接に関わる
場合は，ボランティア活動の実践を実習・演習等の授
業の一環として位置付け，単位を付与すること等がで
きる」と明記されており，これを根拠に授業の一環と
しての災ボラへの参加が可能となった。
日本体育大学保健医療学部救急医療学科 2年次必修
科目「救急車同乗実習Ⅰ」は，カリキュラム改訂に伴
い 2019年度から開講された科目であり，集中講義と
し，カリキュラムの一部に「消防機関における救急車
の同乗（1日）」が計画されていた。しかし，台風 15
号・台風 19号の襲来により各消防機関は災害対応に
尽力する必要が生じ，「救急車同乗実習Ⅰ」履修生 76
名の実習の受け入れ先の確保は困難であった。そのた
め，学科内の会議及び学部長・学科長の審議を経て，
救急車の同乗に代わり，文科省通知に基づく災ボラ活
動において，授業の到達目標である「外部での実習で
は，医療従事者である社会人としての素養を学ぶ（シ
ラバスより）」を実践することとした。災ボラ活動を通
じ，被災者の立場を理解し，救急救命士資格取得に向
けて温かい人間愛と思いやりの心を醸成することと，
実際の災害現場を視察することで災害医療への理解を
深めることで，シラバスの目標を達成することとした。
目　　的
救急救命士養成課程の学生が災ボラに参加すること
は救急救命士資格取得に有用であるか，学生視点の意
見から検討した。それ以外にも，どのような学修効果
があったのかを検証し，今後の研究の参考とする。
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表 1　行程表
写真 1　活動の準備の様子
写真 2　床下の泥出し
写真 3　宿泊先でのミーティング
写真 4　屋外の活動
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（表 4）。活動に参加して思ったこと，感じたことにつ
いて自由記載欄を設けたところ，14件の回答があっ
た。肯定的な意見として「貴重な経験をした」「ありが
とうと言われて嬉しかった」「IVUSAの学生に刺激を
受けた」「学生の元気を届けることが出来た」「今後も
参加したいと思った」という意見があった半面，否定
的な意見として「マスク，雑巾等の資器材の不足」「参
加費が高い」といった意見があった。
考　　察
1．学修効果
84％の学生が災ボラへの参加は救急救命士資格取得
に有用であると回答したことは，学生の視点からみて
も，災ボラの経験が災害医療教育の一環として有意義
は，宮城県亘理郡山元町の寺院及び公民館とし，就寝
時は持参または貸借した寝袋を使用した。滞在時の食
事は IVUSA事務局による炊き出しが提供された。夕
食後，宿泊地の寺院で 1日の行動の振り返りや個人目
標の設定と共有を実施した。入浴は，両日とも活動後
に近隣の公衆浴場を利用した。本学学生の費用負担は
5,000円（交通費・食費・入浴料）を個人負担とした。
アンケートは，n=43（回収率 96％）であり，回答者
の内訳を表 2に示す。回答者の 88％が災ボラに初めて
参加する学生であった。84％の学生が災ボラへの参加
は救急救命士資格取得に有用であると回答した（表 3- 
1）。特に「現場を見る」「被災者への接遇」「チーム活
動」の学修効果が認められた（表 3-2）。90％超の学生
が「また災ボラに参加したい」と意欲を見せた 
表 2　回答者の内訳
表 3-1　救急救命士資格取得の学修効果
表 3-2　学修効果の要素
表 4　活動の継続に対する意欲
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災ボラへの参加は，救急救命士資格取得のみならず，
防災士資格取得に対しても有用であった可能性があ
る。防災士とは，認定特定非営利活動法人・日本防災
士機構が認証する「自助・共助・協働を原則として，
社会の様々な場で防災力を高める活動が期待され，そ
のための十分な意識と一定の知識・技能を修得した」
者を指す。防災士は，阪神・淡路大震災を契機に，災
害時の自助・共助が注目されたことを契機に 2003年に
創設され，2019年 12月末日現在，全国 185,249人 
が認証されている（認定特定非営利活動法人日本防災
士機構，online）。現在は，防災・危機管理の担い手と
して地方自治体や教育機関・研修機関等で養成されて
いる。本学では，救急医療学科の新カリキュラムとし
て，2019年度から 2年次選択科目「防災減災対策演習」
を開講した。本科目は，防災士養成講座として認定特
定非営利活動法人・日本防災士機構の認証を受け，集
中講義として 2020年 1月 6日から 8日までの 3日間の
カリキュラム（1単位）で実施した。履修者 60名中，
欠席者を除いた 57名が，最終日に防災士資格試験を受
験した。その結果，34名が試験に合格し防災士の認証
を受けた。合格者の 68％（23名）が丸森町の災ボラ活
動に参加しており，不合格者の参加率 48％を大きく上
回った。防災士養成講座の学修内容には，災害やボラ
ンティア活動に関することも含まれており，災ボラ経験
が防災士資格取得の一助となったことが考えられる。
これまで，災ボラへの参加が救急救命士や防災士の
資格取得に有用である可能性を述べたが，過去の研究
では，ボランティア活動への参加は学生の学習意欲の
向上や人間としての成長にも効果があることが報告さ
れている。妹尾・高木（2003）は，ボランティア活動
による援助行動経験は社会効果のみならず援助者自身
に対する援助効果が認められることを心理学的に証明
している。河井（2012）は，「大学生のキャリア意識調
査 2010（京都大学高等教育開発推進センター，2011）」
を分析し，入学前後にボランティア活動に参加してい
る学生は，参加していない学生より自主学習に取り組
み，参加を継続している学生は授業内外で知識・技能
全般を修得する傾向にあることを実証し，そうしたボ
ランティアの機会を提供することも大学教育の重要な
方向性の一つであると提言している。近年の大学教育
においては，学士課程教育の質的転換として能動的学
修（アクティブ・ラーニング）が推奨されており（文
部科学省中央審議会，2012），今回の災ボラも教室外学
修プログラムの提供として，今後，学生の将来にどの
ような影響を及ぼすのか検証を続けていく必要がある。
2．研究の限界と今後の課題
今回は，事前準備や安全管理の徹底のもと，事故な
な活動であったことが推測される。
学修効果として最も効果があったと思われる「災害
の現場を見ること」については，報道で知るよりも災
ボラ活動を通して被災者個人宅のような生活感のある
プライベートスペースに立ち入ることで，災害の状況
が被災者の生活にどのような影響を及ぼすのか，個別
具体的に実感できたものと推測される。活動中，家財
や泥・木材等の運び出し作業も少なくはなかったが，
劣悪な環境下での搬送は実際の現場で救急救命士が行
う救急活動に類似するものであり，学生にとって現実
の救急業務を垣間見る機会になったと思われる。次に
意見が多かったのが「被災者への接遇や，被災者の心
情の理解」を学んだというものである。自由記載のコ
メントとしても，「住人の方が初めは表情が暗かった
が，徐々に笑顔になってくれて嬉しかった。」とのエ
ピソードを挙げる学生もおり，普段のシミュレーショ
ン実習の中で学生同士が傷病者役，家族役を演技する
場合と異なり，年齢や立場の異なる被災者とのコミュ
ニケーションの重要性を学ぶことができたと考える。
「チームでの活動」の学修効果を挙げる学生も多かっ
た。今回の活動では，本学学生が IVUSAという他大
学の学生団体と協働で，限られた時間内により効率的
に目標を達成するためにはどうしたらよいか検討しな
がら活動することにより，部隊活動のマネジメントを
学んだ。大学・学部・学年を超えたチームワークで，
リーダーシップやフォロワーシップを発揮する学生が
現れ，適材適所に人員を配置し，活動を行った。「過酷
な環境下での活動・宿泊」について，床下作業や重量
物の搬送など，災害現場特有の活動を経験した。実際
の救急活動は季節や天候を問わず行われるものであ
り，このような環境下での活動も，救急救命士として
将来災害医療に携わる際の訓練として有用であった。
多くの学生が「また災ボラに参加したい」と回答し
たとおり，その後の大学生活においても，学生自ら 
「またボランティア活動に行きたい。」「違う地域の災ボ
ラ活動に参加してきた。」と教員に報告する姿も散見
された。「また災ボラの企画ありますか。」と教員への
問合せがあったことも報告されている。今回の災ボラ
経験が契機になり，活動を継続しようとする学生が現
れ，被災地で本学の学生が尽力することで大学として
の評価に繋がり，相乗効果が期待される。日本財団学
生ボランティアセンター（2017）が実施した全国調査
によれば，学生が参加してみたいと思うボランティア
の分野のトップは「緊急災害支援」であるが，実際の
活動の割合はかなり低くなっていると報告されてい
る。今回の活動のように，一度に 45人の学生に災ボラ
の機会を提供できたことは，学生のニーズに合った学
修機会の提供であったといえる。
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く終了することが出来た。幸い天候にも恵まれ，良い
環境で活動を終えることができた。それゆえに肯定的
な意見が多く挙げられていることは否定できない。ま
た，活動自体が，同年代の学生との協働であったため，
それゆえの楽しさが災ボラのイメージを良くしている
可能性も大いにある。
本カリキュラムは，本来は救急車の同乗実習を計画
していたが，台風の襲来により実習先消防機関の確保
が出来ず内容を変更したものであり，次年度以降は本
来の計画どおり実習先の確保ができるように努力をし
なければならない。近年，多くの大学で災ボラを単位
認定する試みがなされているが，自発的行為に単位を
与えるのは違和感があるとした反対意見も挙がってお
り，無償のボランティアと単位認定を結びつけること
の議論は賛否両論である（飯尾ほか，2012）。本邦の自
然災害の発生状況を鑑みても今後も同様な事態に遭遇
することは容易に想像ができ，災害発生時の授業対応
について事前に検討する必要性がある。
本研究では，学修効果や災ボラの継続について肯定
的な意見が多く，否定的な意見が少数であった。科目
履修者 76名中 47名の参加同意者であったことから，
対象者は履修者の約 62％にすぎず，元来，災ボラへの
参加に肯定的であった学生を対象とした選択バイアス
があるものと考えられる。また，成績評価を懸念した
学生が恣意的に肯定的な意見を挙げている可能性を否
定できない。このことから，肯定的な意見が多数となっ
た可能性がある。それらの課題を踏まえ，今後も調査
を継続して必要がある。
結　　論
救急救命士養成課程の大学生が災ボラに参加するこ
とは，被災地支援のみならず将来の救急救命士資格取
得のための学修効果が期待されるとともに，人間とし
ての成長につながることが示唆された。
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